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「言 い誤 り」(SpeechErrors)の傾 向 に
関 す る考 察(II)
伊 藤 克 敏
伊藤(1988)に引続 き収集 した デー タの分 析 を行 うことにす る。 先
ず,音 声関係 の誤 りか ら入 り,統 語,意 味 の誤 りへ と進 む。
1.発 音上の誤 り
1.同 化現象
a)順 行 同化
(1}カタカタ(ナ)
(2)どん ぐりころ ころ どん ぐ(ぶ)り こ
(3)落ちぢ(つ)か ない
(4)すみ まめ(せ)ん
(5)三井銀行 だ ってみつ(よ し)こ さん……
(6)フィラデル フ ィラ(ヤ)
⑦ なな巫(わ)り よんぶ 〔7割4分 〕
(8)でんで(げ)き 浮上
(9)すごいに ご(も)つ 〔荷物〕
(10)力がないだ(な)か(が)ら も
⑪ しゅ うし(き)よ う 〔宗教 〕
働 人材 ぽ(ぽ)し ゅ う
(13)うま くまた(と)め る
(1)は同 じ音節 が繰返 され る 「音 節重複」(reduplication)の一 種 とみ
な され・発 音 の容易化 に貢献 してい るもの と思 われ る。 育 児語(Baby
Talk)にも同 じよ うな特徴 がみ られ る(お て て,ぽ んぽ ん等)。(7)(8)は
同 じ音 の繰 返 しで,一一 の 「反 響様 言 語 模 倣(症)」(echolalia)の現
象 とみ な され よ う。(10)は少 々複雑 で,「が」 の濁音 が後 に移 り 「な」 が
「だ」 になった とも考 えられ るが,一 方,「 な塑 ら」 の 「が」 の濁音 が前
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に 移 っ た と も考 え られ,決 しか ね る。
b)逆 行 同 化
(1)か え れ(ら)れ る
(2)じ そ(さ)ぼ け
(3)く だ の(も)の
(4)軍 事 費 か(さ)く げ ん
(5)セ ッ ク ル(ス)ア ピ ー ル
(6)横 浜 の こ(ほ)う な ん か こ な い よ
(7)思 っ た(と)っ た の で す が … …
(8)た(て)あ れ 〔手 荒 れ 〕
(9)ト ソ ボ イ(エ)ソ ピ ッ
㈹ い く(け)ぶ く ろ 〔池 袋 〕
(11)変動 せ い(そ う)場 せ い 〔変 動 相 場 制 〕
(12)販だ い(ぽ い)代 金 〔販 売 代 金 〕
(13)とだ(ま)ど っ て い る
(14)風景 を い ど(ろ)ど る … …
(15)ロ(ヨ)一 ロ ツノ0
(1⑤大 く(き)な わ く組
(17)国際 秩 序 を き ざ(ず)き あ げ る
(1S)きゅ う(き ょ う)師 の 給 料
(19)自分 の 属 し て い る シ ェ(セ)ク シ ョ ン
⑳ け し も(ご)む
⑳ ま し(ち)だ し 〔町 田 市 〕
(22)かん(い)が ん せ ん 〔海 岸 線 〕
(23)24ほ(お)う ふ く 〔24往復 〕
⑳ ち(き)ち ん と
(25)ベン(一)ト ー ベ ン テ ソ 〔ベ ー トー ベ ン展 〕
㈱ ち ょ う(し ょ う)業 中 心
⑳ 車 き ゃ(か)ん き ょ り 〔車 間 距 離 〕
㈱ 調 子 な(わ)る く も な る わ
(29)コレ ス ト(テ)ロ ー ル
(3a)りょ う(よ う)す る に 料 理 は 気 持 だ か ら … …
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⑳ 恋人 ナ(リ)サ ーチが なされた
働 あだだ(な)だ ぞ 〔あだ名 だぞ〕
⑬ 自分 でた(ま)い たたね だか ら……
(34)お(ご)迷惑を おか け しました
(35)計算 され(し)つ くされ てい る
(1>は,後続 の 〔re〕の 〔e〕が先 行の 〔ra〕の 〔a〕に取 って代 った と
判 断 され るが,・ 方,〔kae〕の 〔e〕の同化 とも考 え られ,判 断 がつ き
難 い。前後 の 〔e〕に影 響 された とみた方 が よいの か も知 れ ない。② は
後続 の 〔bo〕の 〔o〕の 同化 とみ られ よ う。(4)は後続 の 〔gen〕の 〔9〕
の調音 の転 移 で 〔s〕が 〔k〕に変 化 した,と 考 え られ る。 も う一一つ の
原 因 と して 〔s〕は発音 困難 音 とされ て い るので,〔k〕 に変化 しやす
か った,と も考 え られ る(伊 藤,1985参照)。⑯ は 〔r〕音が 〔d〕に転
移 した もの で,幼 児 の発 音 に お い て も 〔r〕を 〔d〕に代 入 す る場 合
〔例,ダ デ ィオ(ラ ジオ)〕もあ るので,難 か ら易へ の転移 とみ なす こと
が で きよ う。(17)は〔u〕が 〔a〕に転移 した もので,こ の場 合 も難 度 の
高 い 〔u〕音 か ら無標 の 〔a〕に転移 した,と いiよ う。q9)は〔s〕か ら
〔1〕へ の転移 で,後 続 の 「シ ョン」 の逆 行 同化 で あ るが,伊 藤(1985,
1988)でみ た よ うに,〔s〕は構 音難 度 が高 い ので,よ り低 い 〔∫〕 に転
移 した,と も考 え られ よ う。(22)と㈱ は類似 した誤 りで あるが,影 響 を及
ぼす 音 〔n〕が二 つ連 続 して い る,と い うの も同化 促 進 剤 に な って い
る,と 考 え られ る。 音節重複 の最 た る もの であ る。㈱ で は 〔n〕が 〔d〕
〔d〕に挟 まれ てい るの で順 行,逆 行 の どち ら とも考 え られ るが,
調音点 が同 じ前後 の 〔d〕音 に影響 を受 けた,と 考 えた方 が よいであ ろ
う。
2.母 音転移
a)〔i〕→ 〔e〕
(1)大ブームに してめ(み)せ ます
② しじめ(み)
(3)かしわ げ(ぎ)ゆ うす け 〔TVNews〕
(4)体制 を確立す ることによれ(り)世 界市場 の安定 を保 てた
㈲ 振 れ(り)分 け る
(6>め(み)ぶ り手ぶ り
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(7)しょうれ(り)ん じけんぽ う 〔少林寺拳法〕
(8)うん(う)ね(に)ん 〔浪人〕
〔i〕→ 〔e〕の転移(shift)は,幼児音,方 言音 に も多 い。例 え ば,
幼児 は 「エ ンピ ッ」 が 「エ ン≦ ツ」 にな りやす く,ま た,「み えな い」
が 「め えない」,「い ば る」(威張 る)が 「塞 ば る」 に各 々な りやす い。
言 語 障 害 者 に も 〔i〕の 発 音 は か な り困 難 な よ うで あ る(笹 沼 他,
1986)0
方 言 で も 「し らみ」 が 「し らめ」(鹿児 島),「い い」が 「え え」(大
阪),「ニ ソジ ソ」が 「ネ ソジ ン」(埼 玉),「ぬ ま」(今)が 「些 ま」(青
森)等 とな る(伊 藤,1986参照)。(3)(6×7)は同化現象 とも考 えられ るが,
た とえそ うで あって も,〔i〕が 〔e〕に転移 しやす い こ とに はかわ りが
ない。(8)は「ろ うにん」(浪人)が 意 図す る発話 で,次 の よ うに二重 の
音変化 となっている。
①逆 行 同化 「ろ うにん」 → 「うんにん」
②i→erう んにん」→ 「うんね ん」
b)〔o〕 → 〔a〕
(1)こんだ(ど)は ……
(2)資wvん じゃ(じ ょ)
(3>しゅ うた(と)く 物
(4)すが(ご)い です
(5)ちゃ(よ)っ と……
(6)もた(と)の 位置
(7)しゃ(よ)く むを怠 る
(8)風前 の とま(も)し び
(9)三か しゃ(よ)の 〔三 箇所 の〕
〔o〕が 〔a〕に転移す る現象 は,「しよ うが な い」を 「しゃ一ない な」
とくだ けた表 現で言 う方言(関 西)に もみ られ る。 また,幼 児 は初期 に
おいて 「トウサ ン」 を 「タアサ ン」 とい う段階 があ る。
C)〔e〕→ 〔a〕
(D行 くわ けだ(で)す か ら……
② な って くるにつ ら(れ)て
(3)して はいか(け)な い
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(4)とうさ(せ)ん
(5)他のサ(セ)ク シ ョンで話 し合 った 内容 を……
㈲ 確保 す るため の も くた(て)き とした もの
(7)これを排 除す るた ま(め)の ア メ リカの 自衛権 ……
(8)見た(て)び っ くり… …
(9)応さ(せ)つ セ ッ ト
⑩ おめでた(と)う ございます
(11)そうだ(で)す
(12)ほん と うだ(で)す けれ ども……
(13)もた(て)あ ます
筆者 の出身地 であ る三重県鈴鹿地方 の方言 で,(ll)のよ うな形 で 「そ う
藍 す か」(そ うです か)を 使 って い るの を耳 に した こ とが あ る。(12)は関
西地 方 の方 言 で聞かれ る表 現 で あ る。(13)は〔ea〕が 〔a〕に転移 した も
ので あ る。関東 の下町 言葉 で は 「そ うです か」 が 「そ うで や んす か」
に,「何 を言 って るんだ」 が 「何 を言 ってや が んだ」 に な る。 これ を 図
示す ると次 の よ うに なろ う。
◎〈 ∵畿∵
d)〔u〕 → 〔a〕
(1)ふか(〈)ま れてい る
② 南北問題 をめ が(ぐ)る 世界 の構 造… …
(3)もうさ(す)ぐ
(4>三しゃ(ゆ)る い 〔三種類〕
e)〔a〕→ 〔e〕
(1)ひよ こみ てえ(た い)
② ぶんて(た)ん
(3}トレ(ラ)ブ ル
(4>こぜ(ざ)ら 〔小皿 〕
音韻 変化 的 にみ る と 〔a〕が 〔e〕にかわ る例 が み られ る。例 えば,
水が音 をた てて流れ るこ とを 「ササ ラグ」 と言 っていたのが,名 詞形 の
「サ サ ラギ」 に な り,現 在 使わ れて い る 「セセ ラギ」 にな った,と いわ
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れて いる(田 井,1978)。
f)〔u〕→ 〔o〕
(D研 き ょう(ゆ う)す る
(2)グロ(ル)メ サ ラダ
(3)下じ ょ(ゆ)ん 〔下旬〕
音韻変化 的 にみ る と 〔i〕→ 〔U〕→ 〔0〕の変 化過 程 が看取 され る。
例 えば,「意気意 地」 の省略形 であ る 「イキ ジ」(意気地)は 「イ クジ」
を経 て 「イ コジ」(意 固地),「エ コジ」(依 帖 地)に 転 化 した(田 井,
X987)0
9)〔a〕 → 〔0〕
(1}グラナ ド(ダ)で は……
② 部屋 が くろ(ら)い
(3)地盤沈 こ(か)〔 沈下〕
音韻変化 では 「イタク」(甚 く)が 「イ ト」(甚)に 転化 した,と いわ
れ る。 また,「ナナ カ」(七 日)は 「ナ ノカ」 に転化 し,現 在 では 「ナ ヌ
カ」 が普通形 とな って いる(田 井,1987)。
3.音 変 換
a)隣 接音 との交換
(1)こん な とこ(こ と)す るの
② 過失 しち(ち し)〔致死〕
(3)高ま し(し ま)や 〔高 島屋〕
(4)高しや ま(ま や)〔 〃 〕
(5)ひまざ(ざ ま)つ く
(6)コラロ(ロ ラ)ド
(7)コロ ドラ(ラ ド)
(8)食器 なだ(だ な)
(9)追いかけて来た っち ゃ(ち ゃった)
(10)大こ うき ょう(き ょうこ う)〔大恐慌〕
音交換 が どの よ うな原理 で起 こるのか につ いての研 究 は,筆 者の知 る
限 りあま りな され ていないが,伊 藤(1985)では 『調音点が 「後部→前
部」 が,「前 部→後 部」 に移 る よ うな音 交換 が多 いので はな いか』 とい
う仮説 を提 出 してい る。 この仮説 に当 ては まるのは(1)k-t→t-k,(2)
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t∫一∫→ ∫-t∫,(3)∫-m→m-S,(5)zm→m-z,(9)t∫-t-→t-tlであ
る。 また,交 換 しやす いの は調音点が類似 してい る もので,(1)では閉鎖
音,② は破擦 音 と摩擦音 の交i換で,幼 児 もよ く音習得 の過程 で交換 しや
す い音で,調 音点 が類似 してい る。 同 じことが(9)につ いて もい える(伊
藤,1985参照)。
b)非 隣接 音交換
(1>ジャイケルマク ソン 〔マ イケルジ ャク ソン〕
(2)いんは えな もの 〔縁 は異 な もの〕
(3)ガスバ イ ド 〔パ ス ガイ ド〕
(4)イソシ ョメーホン 〔インホ メーシ ョン〕
(5>きょくさい こ うり ょく 〔国際協力〕
(61シガ ヒ自楽 〔東 白楽〕
(7)カイパ ンラン 〔回覧板〕
(8)よむ ノーグル ト 〔のむ ヨーグル ト〕
(9)ちょ うしゅ う的 〔抽象的〕
⑩ あ しあげ と り 〔あげ足 と り〕
(ll)そうだん な 〔そ うなんだ〕
⑰ ナ ンモ ジヤカン ミン 〔カンボジヤ難民〕
(13)さま ざま 〔まざまざ〕 と思 い出され る
(14)伝染 ぽ うよび ょ う 〔伝染病 予防〕
非 隣接 音 の場 合 は,隣 接 音 に くらべ,音 の類 似 性 が交換 の引 き金 に
なって い る場 合 は少 ない,と い え るよ うで あ る。音 の類 似性 か らい え
ぽ,(3)が濁 音,(5>が閉鎖音,(9)がわた り音,く らいな ものであ る。⑰ は
音交換 の距離 がか な り遠 い。
4.音 交 換
a)z→3
(1}みじゅ(ず)に 慣 れ て… …
(2)じゅ(ず)る い
(3)しみ じゅ(ず)さ ん
(4>裁判 じゃ(ざ)た
〔z〕が弛緩(lax)音の 〔3〕に置換 え られ る例 は多い。 ただ,次 の よ
うに逆 の場 合 もある。
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㈲ 慶 応 義 ず(じ ゅ)〈
b)s→ ∫
(1)お し え(せ)ち
(2)大 し ゃ(さ)か じ ょ う 〔大 阪 城 〕
(3)し ょ(そ)れ こ そ
(4)少 し ゅ う(す う)民 族
こ の よ うに 緊 張 音 の 〔s〕が 弛 緩 音 の 〔1〕に 転 換 す る例 は 多 い 。
c)1→t5
(1)お ち(し)り
(2)し ゃ ち(し)よ う 〔車 掌 〕
(3)む か ち(し)
(4>じ っ ち(し)〔 実 施 〕
㈲ お ち(し)や れ
(6)文 字 し ゅ(し)料
〔∫〕 が 〔tl〕に 置 換 わ る,と い う こ と は,伊 藤(1985)で も み た よ う
にJ〔tl〕の 方 が よ り発 音 しや す い 音 で あ る,と い う こ と が い}よ う。
幼 児 の 音 の 発 達 か ら い っ て も 〔t∫〕 一→ 〔1〕発 達 順 序 を 取 る。
d)ts→t∫
(1)シ ュ ジ ュチ ュ(ツ)〔 手 術 〕
(2)ニ ガ チ ュ(ツ)〔 二 月 〕
e)t5→t
だ い た(ち ゃ)ん
f)sit
せ ん て(せ)い
9)ts→S
お ま す(つ)り
伊 藤(1985)で 検 討 し た よ うに
S→ ∫→tl-→ts→t
の 順 に 置 換 が 起 こ りや す く,幼 児 は 逆 の 順 序 で 習 得 が 進 む 。 有 標
(marked),無標(unmarked)の 点 か ら い う と,sが 最 も 有 標 性 が 高
く,tが 最 も低 い と い う こ と に な ろ う。
h)z→d
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(Dな で(ぜ)
② かだ(ざ)ら ない
(3)現だ(ざ)い 変動相場制 の下 で……
〔Z〕が 〔d〕に置換 わ る方 言 は各地 にあ り,筆 者 が経 験 した例 として
は,三 重 県 熊 野地 方 で 「至 うきん」 の こ とを 「ど うきん」 とい って い
た。 またs亙 イサ ン(財 産)rフ ク三 ツ(複 雑),ダ シキ(座 敷),ヒ ダ
(膝),■ ブ トン(座 布 団)等 と発 音 す る方 言 もあ る(田 井a1978,p.
94)p
以上 の音 転換 の傾 向を まとめ る と次 の よ うになろ う。
__～ 一一レ 〔d〕〔z〕
＼r一 〔3〕
/〔 ∫〕
〔s〕 ＼
＼ 嵩//〔tf
〔z〕〔s〕の転換傾 向
i)y音 挿入
(Dう ちゃ(た)っ た 〔歌 った〕
② 教室 きゃん(か ん)き ょう 〔教室環境〕
(3)がりょう(ろ う)〔画廊 〕
(4)キリョ(ロ)メ ー トル
(5)きょ うき ょ(こ)〈 〔峡谷〕
(6>きん りょう(ろ う)感 謝 の 日
伊 藤(1988)で指 摘 した よ うに,子 音 と母 音 の 間 に 「わ た り音」
(glide)を挿 入 す る ことに よって,発 音 を容 易化 して い る,と い え よ
う。 名古屋,岡 山方言 の特徴 の一 つ となってい る。次 の よ うに逆 の場 合
もあ る。
(7)やくぼ う(び ょう)が み 〔厄病 神〕
(8)糖尿 ぽ う(び ょう)
j)前 方化(fronting)
(1)大ち(き)い
(2)しも(ご)と
(3)きょうた(か)い 〔教会〕
(1)では後 方 子音 の 〔k〕か ら前方 子音 〔t∫〕へ,ま た,② は後 方 子 音
の 〔9〕が 前方 子音 の 〔m〕に転換 した もので あ る。(3)は〔k〕が前 方
音 〔t〕に置換 わ ってい る。幼 児 も 「大 ち い」 とい う発 音 をす る場合 が
　 コ 　 　 リ ロ 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 サ 　 　 　 　 　 ロ 　
あ り,後 方 よ りも前方 の方 が発音 しやす いので はないか と思わ れ る。信
濃 東筑摩郡 の方言 では カカシ(覚 志)駅 を タカシ とい う。 また,高 松 で
は=オカアサ ソ(お 母様)を オタアサ ンと発音す る。
k)b→m
(1)いち ま(ば)ん
(2)しま(ぽ)た
音韻 変化 で 「破 裂運動 の消滅 に ともない,バ 行 音 〔b〕は鼻音 の`7行
音 〔m〕に転化」(田井,1978,p、105)する場 合 があ る。例 えば,ネ ブ
ル(眠 る),ネ ブタシ(眠 た し)は ネ ムル,ネ ムタ シにな った。 また,
「ア ラ ブ」(荒 ぶ)の 子音 が転 移 した アバ ル(暴 る)を アマ ル(九 州 方
言),ア バ レモ ノ(暴 れ 者)を ア マ リモ ン(南 島)と い う」(田 井,
1978,p.106)0
5.音 の脱落
a)〔s〕〔1〕
(1)クリ マ ス(ク リスマ ス)
(2)に ほ う(に し ょう)〔2勝 〕
(3)むず か いい(む ずか しい)
(4)なりま て(な りま して)
(5)きび くす る(き び し くす る)
(6)よろ しくお願 い ます(し ます)
伊 藤(1985)で指摘 した よ うに緊 張音 で有標 性 の高 い 〔s〕〔1〕は脱
落 しや す い。 また,方 言 で も 〔s〕音 は脱 落 しや す い 〔例:カ カサ マ
(母様)→ カ カマ(新 潟 方言),ハ シ ラ(柱)→ バ ラ(奄 美 大 島方言),
オモ シ ロイ(面 白い)一ナオモ ロイ(大 阪,京 都方言)〕。
b)r
(1)貿易収支 の く じ幅(黒 字幅)
(2)キャ メル 〔キ ャラメル〕
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音 韻 変 化 で 〔r〕が 脱 落 す る 例 は 少 な く な い 〔例:カ リナ(仮 名)→
カ ナ,カ リテ(糧)→ カ テ,ト リサ カ(鶏 冠)→ トサ カ 〕。 方 言 で も 次
の よ うな脱 落 が あ る 。 オ オ ッ ゴ モ リ(大 晦 日)→ オ オ ッ ゴ モ(愛 知 ,美
濃,山rJ)(田 井,1987)。
II.形 態上 の誤 り
1.形 態音韻的(morphophonemic)不完全変化
(1)くる しくないか った
② これ とて もおい しいで した
(3)これす ぎくない
(1)は生成文 法的 に いえ ぽ 「基 底形」(underlyingforms)カミ形 態 音韻
変化,つ ま り,「くる し くない」 の最後 の 「い」 を落 とす操 作 を しない
ま ま表 層 化 した もの で あ る。(2)は佐 々木(1989,p.32)にもあ る よ う
に,日 本 語 を習得 中 の外 国人 がお かす 誤 りの 一つ で,「 これ はおい しい
です 」を過 去 にす る場合,形 容詞 を過 去形 に変 える,と い う規則 が適 用
され てい ない もの で,か な り一般 的 な誤 用 で あ る(宮 崎,1976)。(3)は
形 容詞 に適 用す る規 則 を形容動詞 に適用 して しまった誤用 で,こ れ も極
め て一一般的 な誤 用で ある。
(4)かわ い いな犬
(5)聞くの場合
(6>ことの こまか
(7)来たない
(8)示した い る
(4)は形 容動詞 の活用 を形容詞 に適用 した ものであ る。(5×6)は日本語習
得途 上の外 国人 が 「私が行 った璽 と き,面 白いの こと」(宮崎,1976)
の よ うな誤用 をす る接続 上 の誤 りであ る。⑦(8)は形 態音形1の 誤 りであ
る。
(9>すず しに(く)な った
(10)暗記 しなか(く)っ て
(ll)発表 を終 り(ら)さ せて いただ きます
⑰ 不審 な人 が浮 かべ(び)国 際手配 しま した
(13)これ を}(や)し た ら ど うかね
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(14)はず か しさが(く て)話 せ ない
(9)から(14)まで は形態 音韻変化上 の誤用 で,(11)は「終皇 」 を 「終 ら」 と
し,更 に 「させ ていただ きます」 の 「さ」 を落 とす操作 が必要 で,二 重
の誤 りとい えよ う。⑬ は 「増 え」 で は 自動詞 で,「増空 」 となって他動
詞 になる訳 で,他 動詞化 がで きてい ない,と いえ よ う(自,他 動詞 の問
題 につ いては伊藤,1985参照)。
2.不 変化詞の脱落
(1)明日こ こ(に)来 るね
(2)そこ(に)き てね
(3)いた(〈)な い
不変 化詞 の脱落 につ いては,伊 藤(1985)でか な り詳 しく論 じてい る
ので,こ こで は次 の指摘 だけに とどめ る。不 変化詞 は文 生成 において,
後 の方 で挿入 され るものであ りsし か も大抵 の場合,場 面か ら不変化詞
が な くて も意味 関係は察 しがつ く,と い うことか ら省略 されやす いので
はないか,と 考 えられ る。 幼児 の言語発達 において も不変化詞 の習得 は
遅 い(伊 藤,1990参照)。
3.省 略
(1)彼等(の)基 礎訓練
(2)いつ(も)〃 まくは
(3>あの人(っ て ことが)わ か って いれ ぽね
(4)ア(シ ノ)コ
㈲ きれ いな(ビ ルの カルチ ャーセ ンター)会 員 にな る
(6)おっこつ(ち る)
(7)かぎ(を に ぎ)る
(8)ぶ(っ)ぎ ょう 〔仏教〕
(9)マドリー(ド)で ……
(10)居残 って し(ま っ)た
⑪ 京都(大 学)の 問題
(12)気持 を(あ ら)た めて
⑬ お(ん)せ ん旅行
(14)独占ス(ク)一 プ
X15)こ(んどは ど)な た?
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(16)ノミイ(ク ノ タ イ)ヤ
ほ と ん ど ラ ン ダ ム に 列 挙 し て み た 。 偶 発 的 な も の も あ る。(4×6)(1Z}のよ
うに 〔s〕〔r〕の よ うな 発 音 困 難 な 音 が 脱 落 す る と考 え ら れ る 場 合 も あ
る。
4.混 合(Blending)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
か んわ ん(韓 国+台 湾)
サ モ リ(サ ンマ十 タモ リ)
かはだ(か らだ 十はだ)で 感 じられた
トピ ッチ ャー(投 手+ピ ッチ ャー)
ネパ ラヤ(ネ パ ール 十 ヒマ ラヤ)
そ うでろ(そ うで しょ+そ うだ ろ)
食べ ま しち ゃった(食 べ ま した 十食 べ ちゃった)
コロケ ッチ(コ ロ ッケ十ケチ ャ ップ)
ふは ん(不 満 十批判)〔TVニ ュース〕
ぶたにね んぶつ(豚 に真珠+馬 の耳 に念仏)
英 語 の 混 合 の 例 と し て 次 の よ う な も の が あ る 。
(1)There'saback(batch十pack)onm[ydesk.
(2)Ibess(bet十guess)you.
(Shattuck‐Hufnagel,1979)
(3)andwouldliketoenlicit(enlist十elicit)yoursupport.
(4)Haveyouever(riven(flown十driven)atnight?
(5)Hemisfumbled(mishandle十fumbled)theball.
(6)Heisverycable(calm十stable).
(7)That'storrible(terrible十horrible).
(Garrett,1980)
二 つ の 語(句)が 一 度 に 頭 に 浮 か び,そ の 選 択 が な さ れ な い ま ま 発 話
さ れ てyこ うい っ た 混 合 が 生 じ る も の と考 え ら れ る 。
III.統 語上 の誤 り
1.語 彙交換
(1)主権 が政治 にかかわ る。　
② 実のまわ りに種がついている一
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
」?
?
?
??
?
?「〜
?
??
男を持 った包丁 が押入 り… …　
変路進更　
お湯に頭がかかる　
フ ラ イ パ ソ用 オ ム レ ツ
大 体,近 い 距 離 で 同 じ句 内 で,し か も(1)(4)(6)のよ うに 意 味 的 に 関 連 し
あ っ た 語 同 十 が 交 換 しや す い,と い え よ う。 そ し て,同 じ品 詞 同 士 の 場
合 が 多 い,と い わ れ る 。 次 に,英 語 の 例 を 挙 げ て お こ う。
(1)Igotintothisguywithadiscussion.　
(2)Iwenttothemechanicalmouseforaneconomyfiveand
dime.
(3)・ ・・…readthenewspaper,watchtheradioandlistentoTV.
(4)OnceIstop,Ican'tstart.
(5)Thatwasn'tatiger,thatwasalion.
(6)Oldermenchoosetotendyoungwives.　
(7)Asyoureap,Rogers,soshallyousow.
(8)Nooneistakingyouintotalking・ ・・…(anap)　
(9)HowmuchcanIbuyitforyoufrom?　
(10)Whichwasparallel,toacertainsense,inanexperienceof-一
(Garrett,1980)
これ らの英語 の例 では(4)(5)のよ うに節 と節 にまたが る場 合 もあるが,
比較的距離 の近 い ところで,節 同士 が意味的 にか な り密接 な関わ りを持
ち,そ の中のキ ー ワー ド的 な語同土 の交換 で,(4)では反意語的 な意味 関
係 と同時 に 〔st〕とい う音 声的類似 性 もあ り,「類似 関係 の高 い もの は
交換 しやす い」 とい う原則 に基づ いてい る,と い えよ う。(8)も音声 的類
似 性(ting)が 交換 の引金 にな って い る とい え よ う。 それ か ら,(9)
(10)のよ うに前置詞 が交換す る例 は比較的珍 しく,日 本語で も次の例 の よ
うに助詞 の交換 が珍 しい こ とと呼応 してい る とい えよ う。
(11)世界 に股 をかけ る　
(12)ほこ りに 目が 入 る　
2.過 剰(redundant)表現
(1)頭 痛 が 痛 い
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② 年 とった老人
(3)新しい新 人
(4)馬か ら落馬 す る
㈲ お年寄 りのおぽあ さん(TV)
㈲ 新 しい新型
(7>編集中 の最 中であ る……
(8)海底 の底
この よ うな余剰 的表 現 は割合多 く,そ うい った表 現 に よって相手 に 自
分 の意 図を確実 に伝 えよ うとす る話手 の,無 意識的 努力 の表 明 とみ なす
ことが で き よ う。 また,見 方 に よって は…種 のecholalia的現象 ともみ
られ よ う。
IV.意 味上 の誤 り
1.意 味のズ レ(semanticdeviations)
(1}より包括的 な仕 事(方)
② 創(成)立 して いる
(3)大きな功(業)績
(4)町(村)の 庄屋 さん……
㈲ 鼻(あ ご)で 使 う
(6)千代 の富士 が引退(休 場)だ って……
(7)入学(社)
(8)投函(稿)
(IX2×8>は意味的 とい うよ りも,音 声上 の類似 が誤用 の引金 にな ってい
るのか も知 れ ない。(3)～(6)は意 味的 な類 似性 がか らんでい るよ うに思わ
れ る。
2.反 意語的表現
(1)おりの外(中)
② その年 の初期(最 後)
(3)頭が下(上)ら な い
(4)短か く(長 く)な い
㈲ 非 常 コ ヅクを締 め(開 け)た り
(6)そんなにいた くない(い たい)の?
4g
(7)考える(な い)訳 じゃない
伊藤(1985)でも論 じた よ うに,反 意語 の誤 りの多 い理 由 として,反
意語 同士 はわず かの意味特性 を除 いて多 くの意味特性 を共有 してお り,
「心的辞 書」(mentallexicon)において は背 中 あわせ に配置 され て お
り,そ のため,間 違 いやす い もの と考 えられ る。
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